
医薬品は、致死性の疾患に対抗する最も強力なツールの一つ

C型肝炎ウイルスは

肝臓移植の主要な原因であり、
肝臓癌増加の理由であるが、
現在は8～12週間の治療で

治療患者の

90%

以上が
治癒可能である

日本でC型肝炎に罹患している人は100～150万人1

患者治癒率は133%上昇2

*治療期間
※JPMA承認日。治癒率は、さまざまな肝炎治療薬に関して米国FDAおよび日本PMDAが報告した臨床試験結果に基づく。
出典：Health Advances analysis; 1Liakina 2015 Historical epidemiology of Hep C in select countries J Viral Hepatitis; 2EFPIA 2015 Health & Growth Evidence Compendia 
analysis of PhRMA 2014 25 Years of Progress Against Hepatitis C and PhRMA 2015 Pharma Profile.
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インターフェロン＋
リバビリン（INF-R）注射

プロテアーゼ阻害薬と
IFN注射の併用

最初の経口併用療法 新しい経口併用療法

忍容性および治療のしやすさの向上


